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1はじめに
　「看護職は医療の進歩に伴い、高度な技術や専門的
な知識が要求されストレスの多い職業である」1）と言
われている。特に看護基礎教育を終えて経験の浅い新
人看護師は、専門的な知識や技術を早期に習得し自立
することが求められ、多大なストレス状態にあること
が予想される。
　私たちも新人看護師の頃を振り返ると多くのストレ
スを感じていたが、ストレスの内容が何かということ
は明確に分からずにいた。そのため、そのストレスに
対する対処方法を見出したり、助けを求めることが出
来なかったように思う。
　プリセプターとして新人指導にあたっている現在、
新人看護師の行動や表情から私達が新人看護師の頃と
同じようなストレスを感じているのではないかと思
い、少しでもストレスが軽減することができる関わり
をしていきたいと考えた。
　橋本らは「ブリセプ霊山ナースとの良好な関係が安
心感や働きやすさを感じさせ、職務の満足へとつなが
る要因である」2）と述べている。しかし、今までの研究
ではストレスの内容や程度についての報告はされてい
るが、プリセプターとの具体的な関わりについては明
らかにされていない。そこで、新人看護師の抱えてい
るストレスを把握し、プリセブターとしてどのように
関わっていけばストレスが軽減されるのかを考える目
的でアンケート調査を実施した。その結果、新人看護
師のストレスの実態と求めている関わりが明確になっ
たため、ここに報告する。
皿用語の定義
ストレス：種々の外界・内界の原因によって引き起こ
　　　　　される生体機能の変化を言う3）
皿［研究方法
1．対象
　平成15年度当院に就職した新人看護師のうち救
　命救急センター・ICU・中央手術室・外来を
　除くユ26名。
　回収率77％有効回答率88．7％
2．期間
　平成15年10月10日～17日
3．方法
　先行文献を参考に独自のアンケート用紙を作成
　し、配表調査法の実施。
アンケートの回答は無記名で、個人が特定でき
ないようにし、倫理的配慮をした。
rv結果
1．1の項目のストレスの内容に対しては図1参照。
　　図1の21項目中複数回答とした結果、86人が
　689件をストレスであると感じ、一人当たり平均
　8項目をストレスと感じている。
　　ストレスの内容では「知識、技術が不足して
　いると感じる」が75件、「技術に自信がない」が
　56件と上位を占めた。技術面に次いで多かった
　のは「睡眠不足を感じる」が40件、「勤務時間外
　の拘束が多い」が40件という身体面でのストレ
　スであった。
2．IIの項目の特にストレスと感じたことに対して
　は図2参照。
　　　「知識、技術が不足している」と感じた人が
　最も多かった。
3．皿の項目のプリセブターに相談したかでは、「は
　い」と回答した人が53％、「いいえ」と回答した
　人が47％であった。
　1）相談した人の結果に対しては図4参照。
　　　相談した結果、「ストレスは軽減した」「精神
　　　的な支えとなった」「具体的なアドバイスをく
　　　れた」が大半を占めた。
　　2）相談しなかった人の結果に対しては図5参照。
　　　　「自分の問題だと思い相談しなかった」が
　　　22件、「その他の人に相談した」が17件であ
　　　つた。
4．プリセプターにどのように対応してもらいたい
　かに対しては表1参照
　　　「話しを聞いて欲しい」という内容の回答が
　45件と最も多かった。
V考察
　一人あたり平均8項目という多くのストレスを抱え
ていることがわかり、中でもほとんどの新人看護師
は技術面でのストレスを抱えている事がわかった。
この事は、「卒後一年目の看護師には看護技術に関す
るストレスが高く、職場適応の第一歩が看護技術の
習得である。」4一八までの研究で指摘されている通
りである。これは、専門職業人としての自覚や責任感
の現れであり、仕事に対して前向きな姿勢なのでは
ないかと推測する。本年度から院内の新人教育の中
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に新たに技術研修が加えられた。これは看護基礎教
育のカリキュラムの改正により看護技術を行う機会
が減った事、教育機関による教育方法の違いを補う
目的であると私たちは考えた。しかし、私達は技術研
修の内容を理解せず、また新人看護師に技術研修の
内容を確認しなかった。そのため新人看護師がどの
程度技術を習得できているのか把握できず、一人一
人にあった指導が不十分であったと考える。
　ストレスを感じた時にプリセプターに相談しなか
った新人看護師が半数近くであり、その理由として、
「自分の問題だと思い相談しなかった」と答えた人が
多かったのは、技術不足に対しては自己学習により
解決しようとしているのではないかと考えられる。
確かに自己学習は必要であるが、資料だけでは得る
ことの出来ない事もある。先輩看護師に相談するこ
とで、豊富な経験からより実践的な指導を受けるこ
ともあるだろう。よって、新人看護師は自分だけで解
決しようとせずに積極的にプリセプターをはじめ、
先輩看護師にアドバイスを求めていく姿勢が必要で
はないか。また、ブリセブターも新人看護師に自己学
習ばかりを求めるのではなく、技術面でのストレス
の内容を把握し、それに対する学習方法のアドバイ
スや、技術習得に向けた機会の提供により、確認しな
がらフィードバックをしていく必要があると考える。
　「睡眠不足を感じる」「勤務時間外の拘束が多い」な
どの身体面でのストレスが二番目に多い事は、仕事
を時間内に終えられず、また勤務時間外の勉強会や
自己学習の必要があるためと考える。これらは回避
しずらいこともあるが、プリセプター自らの経験：談
や学習方法を話すことにより時間を有効に活用でき
るようアドバイスしていけるのではないか。また、
「体調を崩しやすくなった」という回答もあり、身体
面の変化に気付けるような心の余裕も必要であると
考える。
　私たちは、プリセプ中川として具体的な指導や問
題解決のための手助けをする事が大切な事だと考え
ていた。しかし、ストレスを感じた時にどのように対
応してもらいたいかという質問（アンケート用紙IV
参照）に対して、新人看護師からは「話を聞いてもら
いたい」という意見が予想以上に多かった。人は誰で
も悩みを感じた時に他者に話を聞いてもらう事によ
って、気持ちが楽になった経験があるのではないだ
ろうか。しかし、日々の業務の中でゆっくり時間を設
けて話を聞く事は困難なのが現状である。少数意見
ではあるが、プリセプターとの関わりの中でよかっ
たこととして（アンケート用紙V参照）、「食事に誘っ
てもらった」「仕事以外の話もできる」という意見も
あり、この様なリラックスした状態でプリセプター
が新人看護i師の話を聞く事は、日頃の新人看護師の
抱えている思いに気付く事が出来る一場面ではない
かと感じた。また、「話し掛けやすい雰囲気でいて欲
しい」「優しい言葉をかけてくれた」「味方になってく
れる人がいると気分的に助かる」という意見からは、
新人看護師は自分の存在を認めて欲しいと望んでい
るのではないかと推測され、これらは特別にプリセ
ブターが指導する窪手を設けなくても日々の業務の
合間になにげなくプリセブターが声をかけたり、い
つでも新人看護師を受け入れる態勢がある事を示す
ことにより、新人看護師は安心感を得る事が出来、ス
トレス軽減につながるのではないかと考える。
Wまとめ
1．新人看護師は技術面でのストレスを最も多く感
　じている
2．新人看護師はプリセプターに話を聞いてもらう
　事を求めている
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図2特にストレスを感じたこと
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図3　ストレスを感じた時にプリセプ壁皿に相談したか
1）相談した結果、ストレスは軽減した
　　　　　2）精神的な支えとなった
　　　3）具体的なアドバイスをくれた
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図4　相談した結果
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1）相談してもしょうがないと思ったから
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図5　相談しなかった理由
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表1　プリセプターにどのように対応してもらいたいか
件数 具体的内容
共感的態度で接して欲しい 18 共感して欲しい、気持ちを受け止めて欲しい、責めないで欲しい、
Cにかけている態度を見せて欲しい、一人ぼっちにしないで欲しい
繧ﾜして欲しい、見守って欲しい、追い詰めないで欲しい
具体的なアドバイスが欲しい 25 具体的な方法を提示して欲しい、適切なアドバイスが欲しい、
?体的なアドバイスが欲しい、悩んでいる事柄に対してのアドバイス
話を聞いてもらいたい 45 話を聞いてもらいたい、話しかけやすい雰囲気でいて欲しい、
艪ﾁくり相談できる場を設けて欲しい、何についで悩んでいるのか
ｷいて欲しい
プリセプ肝脳から声をかけて
~しい
6 自分から相談する場面を作るのは大変なので、先輩から声をかけて
~しい、話しかけて欲しい
経験談を教えて欲しい 6 新人時代のストレス解消法や困難への対応法を経験から話して
~しい、経験などを話して欲しい、先輩の体験談を聞きたい
今までどおりでよい 2 特に求めるものはない
頼れる存在でいて欲しい 1 頼れる存在でいて欲しい
ほっといてほしい 1 何も聞かないでほっといて欲しい
表2　アンケート用紙
1．あなたは入職してから今までに、ストレスを感じたことはあ
　りますか？下記の項目がストレスだと感じた方は番号に○を
　してください。また、項目以外のストレスを感じた方は「22
　（その他）」へ自由に記入して下さい。（複数可）
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
（
業務の優先順位がわからない
記録が難しい
急変漏出をしたら良いかわからない
何が分からないか、分からない
勉強することが多く負担
技術に自信がない
緊急の対応に追われる
医療事故をするのではないかと恐れを感じる
知識、技術が不足していると感じる
仕事の責任が重く負担である
先輩看護師により指導の方法、内容が違う
かかわりの難しい患者・家族がいる
頼れる先輩がいない
患者から拒否された
職場の悩みを聞いてくれる人がいない
先輩看護師がこわい
睡眠不足を感じる
食欲がない
体調を崩しやすくなった
勤務体制がつらい
勤務時間外の拘束が多い
その他
ll．特にストレスと感じたことは何ですか？
　　L
　　　ください。（　　）
　　L
　　　1つ記入してください。
　　　（
）
1の項目で○をした中から選んで番号を1つ記入して
H－1で「22（その他）」を記入した方はその内容を
）
m．ストレスを感じたとき、プリセプターに相談しましたか？
　　（はい　いいえ）
・「はい」と答えた方に質問します。当てはまる項目の番号に
○をしてください。（複数可）
1）相談した結果、ストレスは軽減した
2）精神的な支えとなった
3）具体的なアドバイスをくれた
4）何の役にもたたなかった
5）さらに問題が複雑化した
6）その他（ ）
・「いいえ」と答えた方に質問します。当てはまる項目の
番号に○をしてください。（複数可）
1）相談してもしょうがないと思ったから
2）自分の問題だと思い相談しなかった
3）プリセプターには話しにくい
4）その他の人に相談した
5）その他（ ）
IV．強いストレスを感じたとき、プリセプターにはどのよう
　　に対応してもらいたいですか？具体的に記入してくだ
　さい。
（ ）
V．プリセプターとの関わりの中でよかったこと、悩んだこ
　　となど何かありましたら、ご自由にお書きください。
ご協力ありがとうございました。
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